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序

ウィキペディア、フリー百科事典の英語版Wikipedia, the tree encyclopediaのJulian day

を検索すると、ユリウス通日、ユリウス日の記事が出ている。

日本語でユリウス通日は英語のJulian day or Julian day number (JDN)の訳語、ユリウス日は英語の Julian date の訳語と言ってよいであろう。この訳語に異議を唱える方もおられるかも知れない。ここではday とdateの区別をするためにこのように訳した。

ちなみにAstrinomical Almanac では、Julian  date をJDと略記し、Julian day number 

をJulian Date の整数部と定義している。

ユリウス通日は主として暦法、年代誌、経済（利息計算）、生命保険などで使われており、ユリウス日は天体位置の計算などに使われている。

歴史的にはユリウス通日が考えられ、それを基にユリウス日が派生的に使われ出したものである。このユリウス日の使用は天文学の国際的な会合（国際天文学連合創立以前の会合）で認知されるに至っている。このより詳しい経緯は後に触れる。以下は英語版Wikipedia

のダイジェストとそれへの若干の補足の文章を加えてある。何かの参考にしてもらいたい。

１．ユリウス通日

ユリウス通日の起算時点はBC4713年1月1日正午（世界時）である。この年月日はユリウス暦法で遡った日付である。BC4713年にはユリウス暦法は存在してないが、いくらでも遡ることはできる。１年を365日からなる平年を３回続け、４年目に366日からなる閏年を追加すると、４年で1461日となり、年平均365.25日となる。これがユリウス暦法の基本単位である。この暦法をどこまでも遡ることができ、年月日を定めることができる。ユリウス通日はある基準時点（起算点）を定めれば、それから１日を単位として勘定してゆく通し番号である。この起算点をBC4713年1月1日世界時正午としたは1583年でその提唱者はJoseph Scaliger であった。それはJulian Period (ユリウス周期)なる周期を導入したことに始まる。1582年がグレゴリオ暦導入の年であったから、その翌年にユリウス暦法の周期を使ってユリウス通日を考え出したものである。

この周期は当時使われていた indiction cycle の15年、Metinic cycle（メトン周期）の19年、Solar cycle （太陽周期）の28 年を掛け合わせた15×19×28=7980年を周期とするものであった。indictin cycle の起源は　農作物と土地の課税台帳見直し周期であったようであるが、16世紀にはちがった意味をもつ慣習的な周期として親しまれていたものである。

メトン周期は、古代中国の章に対応するもので、19年7閏法、すなわち19太陽年に7回朔望月の閏月を挿入する法（13月は嫌われ閏月とされていた）である。この周期で閏月を挿入すると、季節と月名とが大きく食い違わないように調整することができた。太陽周期は4×7=28年である。ユリウス暦法では28年間分のカレンダーを作っておけば、29年目のカレンダーは最初の第１年目のカレンダーと同一となり、以下も同様となる。万年カレンダーの構造は非常に簡単なものとなる。

それで、この３周期がすべて先頭の周期であった年を遡りBC4713年1月1日が選ばれたのである。現在の定義は世界時12時が原点、即ちグリニジ子午線上に仮想平均太陽が正中する時刻としているが、1849年のJohn Herschel の著書の中に、Ptolemy にならってアレキサンドリアの経度での正中を原点としたとの記述がある。それが1884年の国際会議でグリニジの経度での正中に変更されたものである。

かくのごとくJulian  Period は本来7980年の周期を持つものであるが、この場合の年はユリウス年すなわち365.25日を指す。したがってグレゴリオ暦で7980年経過したらユリウス通日はリセットされて１から勘定し直すことはできない。なぜならグレゴリオ年は365.2425日であるからである。Julian Period は　7980×365.25=2914695日の周期であり、7980×365.2425=2914635.15日ではないからである。したがってユリウス通日は周期を持たない増加の一途をたどる通し番号の意味しか持たないものとなっている。

２．ユリウス日（ＪＤ）

ユリウス通日（Julian Day or Julian Day Number, JDN）は、地球が起算日から太陽に対して何回自転したか、あるいは太陽がグリニジ子午線上を何回回転したかを示す回転数である。

ユリウス日（Julian date ）は、ユリウス通日に日の端数を付け加えたものである。仮想平均太陽に対して何回自転したかに加えて、更に角度の端数を加えたものである。たとえば１回転と1/24は世界時で25時間分回転したと考えるのである。そして天体暦を使う者にとってこのＪＤが慣れ親しまれている。

Wikipedia によると、JD(Julian Date) あるいは　JDN(Julian Day Number)の亜種が沢山紹介されている。この中にはどうかなと思われるものがあるが順次書いてゆく。

(1) Heliocentric Julian Day(HJD)

これはJulian day と8.3分ちがうday であるという。8.3分とは太陽から出た光が地球到着するまでの時間のことだとことわっている。そしてHJDと区別するため従来からのJDをGeocentric Julian Day (GJD)と呼ぶという。これは初耳である。

1984年からTDT（地球力学時）,TDB（太陽系力学時）という時刻引数が導入されたことがあるが、これと混同しているのであろうか。不可思議なHJD,GJDではある。

ウィキペディア日本語版の問題点を情報専門家が新聞紙上で色々と指摘していた。その悪しき例として、関孝和がニュートンとは全く独立に微分積分法を考案したと書かれているが、これは間違いで、正確には関孝和は積分法を考案したが、微分法は考案してない、このような誤った情報を鵜呑みにしないようにと警告していた。英語版でも、このような部類の情報がここに混入したのであろうか。

(2) Modified Julian Day(MJD) ----Astronomical Almanac ではModified Julian Date　　

　  MJD=JD-2400000.5

        で定義されたもので、修正ユリウス日と訳され、彗星、人工衛星の計算などに使われている。JD2400000.5は1858年11月17日世界時0時であるから、起算時点をこの日にずらせたユリウス日であるとも言える。MJDはSAO(スミソニアン天体物理観測所)が1957年に導入したもので、この年は国際地球観測年であり、旧ソ連の人工衛星第１号が打ち上げられた年でもある。こうするとコンピュータ内で任意の時刻が18ビットで表現できる、しかも通用期限は2576年8月7日までと十分な期間的な余裕がある。

(3)Reduced Julian Day(RJD)

RJD=JD-2400000

で定義され、この起算時点は1858年11月16日世界時12時である。

天文学者間で使われていると書かれているが、見たことがない変種である。

(4)Truncated Julian Day (TJD)

TJD=JD-2440000.5

で定義されたもので、起算時点は1968年5月24日世界時０時である。

これはNASAが導入したもので、天文計算に用いる。MJDに似ているが、これより１桁少ない数字で日付を表すことが出来る。

(5)Dublin Julian Day(DJD)

DJD=JD-2415020

で定義されたもので、1900年から1983年の天体暦の太陽系天体の計算に用いられていた。起算時点は1900年1月0日世界時12時である。平均軌道要素のTはDJD/36525であった。

(6)Lilian day number

1582年10月15日を第１日とする通日である。これはグレゴリオ暦開始の第１日である。

Lilian とはグレゴリオ暦法の貢献したAloysius Lilius の名前からきたものである。

(7)ANSI Date

1601年1月1日を第１日とする通日である。これはCOBOLの日付の原点である。

1601年から1999年までは４年に１回閏年が規則正しく入るユリウス暦法の置閏法がそのまま使える期間である。COBOLはこの日付で計算をさせていたので、2000年問題が起きたのである。

(8)Unix Time 

Unix Time=(JD-2440587.5)×86400

で定義され、起算点は1970年1月1日世界時0時である。勘定は秒で積算する。

後記

標題を「JDとその<亜種>」と名付けたが「JDとその親族たち」という名も候補に挙がっていた。標題は生まれた子に名前を付け場合のように迷うものである。

JDをウイルスの親玉とし、それからさまざまな亜種が増殖したとの意でなはく、純粋に動植物の分類に使われている亜種を考えたのである。

Wikipedia の英語版は2001年に立ち上げて以来、2007年６月20日現在、1,843,407項目が登録されている。誰でも書き込めるので無責任な記事、思い違いの記事があるというが、それに気づいた来訪者が、自由に訂正、追加できるようになっている。
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